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 第５章は総括であり，本論文で得られた成果について要約している．  
  
氏 名 Kiattisaksri Chatcharit 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は，ダクタイル鋳鉄の凝固過程を薄膜形状の試料中で実現し，透過 X 線イメ
ージング，時間分解トモグラフィーにより，ダクタイル鋳鉄の凝固，特にグラファイト
の核生成・成長をその場観察し，グラファイトの球状化に及ぼす因子，グラファイトの
成長にともなう体積変化を明らかにした論文であり，得られた主な成果は，次の通りで
ある．  
１．グラファイトの形態が試料を保持するホルダーの材質に影響することを実験により実証し，融
液の酸素ポテンシャルに依存する介在物の組成と構造がグラファイトの核生成に影響し，結果的に
凝固組織にも影響することを見出している．また，球状グラファイトの形成，分離共晶凝固の選択
には，Mg-O-S 系介在物が必要であることを示している．ダクタイル鋳鉄の凝固過程をその場観察で
きる実験手法は，今後も種々の研究で応用が期待される． 
２．球状グラファイトは融液中で核生成するが，1秒程度でオーステナイトデンドライトに取り込ま
れること，さらにオーステナイトに取り込まれた後も成長していることを明らかにした．特にオー
ステナイト中で成長するグラファイトの体積が 50%以上であることを示し，このグラファイトの成
長がオーステナイトのデンドライトネットワークの膨張を引き起こすことを実証している．また，
グラファイト粒の位置から解析したオーステナイトネットワークに生じる歪みはオーステナイトデ
ンドライトとグラファイトの配置などの影響を受け，局所的には膨張だけでなく収縮も起こること
を示している．ダクタイル鋳鉄の凝固過程の体積膨張の機構を科学的に解明した成果であり，鋳造
組織の制御や鋳造欠陥の抑制に指針を示す成果である． 
３．グラファイトのオーステナイトへの短距離・短時間の捕捉が，グラファイトの 2 次核生成を促
進し，グラファイト粒数とサイズを決定することを明らかにしている．これまで仮説の域を出なか
ったグラファイトの 2 次核生成とその組織形成への寄与を実証しており，凝固組織形成や鋳造欠陥
形成を検討する上で貴重な成果である． 
本論文は，  ダクタイル鋳鉄の凝固組織制御や鋳造欠陥抑制に寄与する成果であり，
学術上，実際上寄与するところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論
文として価値あるものと認める．また，令和元年８月２２日，論文内容とそれに関連し
た事項について試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていること
を確認し，合格と認めた．  
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表  
に際しては，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める．  
 
 
 
 
 
